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  戦略交通協議会の進め方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

【これまでの協議会】 

 
・現状・課題の整理 

・高松市が目指す交通体系の

考え方 

・新交通システム（ＬＲＴ等）導

入のイメージ 

・導入ルート検討      等 

 

・将来の交通体系についての

方向性の共有 

・現軌道を活かすなど、新交

通システムを導入することに

対する一定の方向性共有 

 

新交通システム導入検討 
 
 

 

 

・基本的な考え方（再整理） 

・新交通システム導入に向け

た段階的な展開 

等 

新交通システム導入検討 
 
＜議題案＞ 

・段階的展開に向けた具体的

検討（補助等の裏付け） 

・概算事業費、需要予測 

等 

新交通システム導入検討 

 
＜議題案＞ 

・総合都市交通計画の素案

（パブリックコメント提示案） 

総合都市交通計画 

 
＜議題案＞ 

・検討内容、関連施策等取り

まとめ 

・実現化に向けた課題 

等 

新交通システム導入検討 

 
＜議題案＞ 

・総合都市交通計画取りまと

め 

総合都市交通計画 

第６回協議会（12/2） 第７回協議会（3 月上旬） 第８～９回協議会（5 月～7 月） 

パブリックコメント 

目指すべき交通体系の考

え方を再度整理し、共通認

識を図る 

 

第１回～第３回協議会 
 ・都市交通の現状と課題 

 ・新交通システム検討の背景 

 ・高松市が目指す将来都市構造の方向性と 

交通体系の在り方  

 ・都心地域の果たすべき役割と望ましい交通体系 

 ・将来の高松市を支える交通体系の実現に向けた

取組 

第４回～第５回協議会 
 ・まちづくりと将来都市構造を支える交通戦略プラン 

 ・交通戦略プランの具体化に向けた琴電機能向上

（ＬＲＴ化）の考え方  

 ・ＬＲＴサービスの導入イメージ 

 ・仏生山駅周辺整備などによる需要予測 

・高松市環境配慮型都市交通計画（H２２．１（下旬） 策定予定） 

・高松地区における自転車を利用した都市づくり計画（H２０．１１ 策定済み） 
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  高松市における将来都市構造の方向性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

①賑わいと魅力ある都心づくり 

【都市づくりの基本目標】 

 

拠点名 要 件 

広域 

交流拠点 

(概ね 2km) 

・人口集中地区が存在すること 

・複数路線の鉄道とその結節点が存在

すること 

地域 

交流拠点 

(概ね 2km) 

・人口集中地区、準人口集中地区が存

在すること 

・鉄道駅が存在すること 

生活 

交流拠点 

(概ね 1km) 

・一定の人口集積がみられること 

・鉄道駅またはバス停が存在すること 

 

 

 

②安全・安心で利便性の高い地域づくり 

③計画的な土地利用の推進による暮らし 

やすい環境づくり 

④公共交通機能の充実による人と 

環境にやさしい連携づくり 

⑤自然や歴史を活かしたうるおい 

のある空間づくり 

⑥市民との協働によるまちづくり 

【将来都市構造の方向性】 

拠点へのサービス向上 

→『選択と集中』 

１．都心の広域拠点性 

の強化 
３．都心と地域における 

連携強化 

２．地域の拠点性の 

確保・強化 

【将来都市構造による都市づくり】 

快適で人にやさしい都市交通の形成 計画的な市街地の形成 

【交通に関連する政策および施策】 

適正かつ合理的な土地利用の規制・誘導を図るとともに、都市機能の更なる拡散につなが

るような郊外での都市基盤整備の抑制など、公共投資を効果的、効率的に行うほか、公共交

通の利用促進に努め、コンパクトで持続可能なまちづくりを進める。 

【土地利用構想】 

■第５次高松市総合計画（H20.2） 

 

【軸】公共交通機関を主とした 

ネットワークの充実 

【拠点】集約拠点への都市機能 

の集積と充実 

【ゾーン】適正な土地利用の 

規制・誘導 

■高松市都市計画マスタープラン（H20.12） 

 

都心からの距離 

 

都心 郊外 郊外 

広域交流拠点 

 地域・生活交流拠点 

 

地域・生活交流拠点 

 

拠点性・利便性高い 

 
サービスレベル 

向上 
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（１）集約型都市構造への円滑な移行 

 

 

  公共交通に関する現況と問題点 
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○都心の人口密度は低下するものの郊外部から都心地域へ人口が集まる 

・郊外部への都市機能の拡がりは、非効率的な公共交通サービスになる。 

○高齢化の進展と移動困難な高齢者の増加 

・高齢者が郊外部から都心地域へ移動できる公共交通サービスが必要である。 

出典：都市計画マスタープラン関連データより 

図 人口分布の推移 

 
図 高齢化率（65 歳以上）の推移 

 

Ｈ17 人口分布 Ｈ32 人口分布 Ｈ42 人口分布 

中部東地域に 

人口が集まる 

郊外部は 

減少の一途 

都心地域から 

人口が流出 

Ｈ17 人口密度 Ｈ32 人口密度 Ｈ42 人口密度 

図 人口密度の推移 

 

人口流出が 

さらに進行 

急速に 

高齢化が進展 

Ｈ17 高齢化率 Ｈ32 高齢化率 Ｈ42 高齢化率 

郊外部ほど 

高齢化率が高い 
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（２）中心市街地の活性化 
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12.3%

19.1%
17.8%

13.0%
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10%

15%
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25%
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空
き

店
舗

率
（％

）

○固定資産税収入のうち都心地域から約４３．２％ 

・ 都心地域の衰退（不動産価値の下落）は税収に与える影響が大きい。 

・ 商店街の活性化、都心居住の推進などで税収増が期待される。 

出典：高松市中心市街地活性化基本計画（H19.5） 

図 中心市街地における空き店舗率の推移 

 

 

 

 

○複雑で、利便性の低い中心市街地の公共交通サービス 

・ 中心市街地では、バス路線の重複・競合が目立ち、利用者にとって利便性が悪い。 

出典：高松市提供データ（Ｈ１９） 図 中心市街地のバス運行便数 

 

ＪＲ高松駅～ことでん瓦町駅間で

は、２００便/日以上のバスが運行

されており、重複・競合している。 

ＪＲ高松駅 

瓦町駅 

上昇傾向 

図 中央商店街通行量の推移 

 

出典：高松市提供データ（Ｈ１９） 

減少傾向から 

近年横ばい 

【中心市街地における琴電利用状況(2007 年[H19])】 

 

【主要駅からのバス利用状況(2007 年度[H19])】 

 

高松築港駅 

片原町駅 

瓦 町 駅 

２３８人/日 

１８７人/日 

７８６人/日 

郊外部 

２５，４７２人/日 

高松築港駅 

片原町駅 

瓦 町 駅 

２１人/日 

７７人/日 

郊外部 

２，３１７人/日 

４１人/日 

○中心市街地における琴電及びバス利用状況 

・ 都心居住の実現のためにも、現状の交通サービスの改善により利便性を高め、将来の高齢者等、

交通弱者の移動支援が大きな課題である。 

○中心市街地の空洞化の進展 

・ 商業機能等の郊外化により、中心市街地の空き店舗率が上昇傾向である。 

・ 中央商店街の通行量は、平休日とも減少傾向から近年横ばい傾向にある。 

出典：高松市資料（Ｈ１９） 
図 地域別の固定資産税 

 

出典：事業者資料（Ｈ１９） 
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（３）過度な自動車利用の抑制 
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3.6

35.5
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10.3

1.8

0.8

1.0

3.2

5.3

0.8

1.8

0 20 40 60 80 100

その他
（N=16）

徒歩
（N=207）

自転車
（N=705）

二輪車・原付
（N=139）

バス
（N=124）

鉄道
（N=285）

自動車
（N=1666）

構成比（％）0～5分 6～10分 11～15分 16～30分
31～60分 61～90分 91～120分 121分～

91～120分
0.3%

61～90分
1.1%

121分～
0.1%

31～60分
12.1%

0～5分
14.0%

16～30分
33.2%

11～15分
16.7%

6～10分
22.5%

バス
4.2%

その他
0.6%徒歩

6.5%

二輪車・
原付
4.4%

自転車
22.0%

鉄道
8.8%

自動車
53.4%

○自動車依存の強い交通行動 

・自動車での移動が約５３％を占め、特に通勤では約６０％近くになっている。 

○短距離・短時間での過度な自動車利用 

・目的地までの所要時間が１５分以内の自動車利用が半数以上を占める。 

図 代表交通手段別の所要時間構成比 

 

○都心地域に向かう過度に自動車に依存した利用 

・平日の交通流動を見ると、都心地域を起終点とする流動（市内々、内外）が多い。 

出典：Ｈ１７道路交通センサス 

図 自動車流動図（平日・全目的） 

 

図 目的別の代表交通手段構成比 

 

N=3270 

 

【代表交通手段構成比：全目的】 

 

N=3190 

 

【所要時間構成比：全手段】 

 

【代表交通手段構成比：目的別】 

 

　

7.8

6.0

10.8

11.4

5.2

47.9

46.7

58.6 5.3

14.4

28.3

18.7

9.0

10.5

2.9

3.0

3.0

3.5

0.3

6.6

0.1

0 20 40 60 80 100

通院  N=167

家事･買い物 
N=1073

通勤  N=1700

構成比（％）

鉄道 バス 自動車 二輪車・原付 自転車 徒歩 その他

通勤
（N=1700）

家事・買い物
（N=1073）

通院
（N=167）

通勤で約 6 割が自動車利用 

15 分以内

の移動が

約 53％ 

【所要時間構成比：手段別】 

 
15 分以内が半数以上 

凡　　例

 3,000以上～ 5,000未満
 5,000以上～10,000未満
10,000以上～15,000未満
15,000以上～20,000未満
20,000以上～

＊）車種は、営業用自動車または、バス、普通貨物車および特種車を対象外とした。 

出典：Ｈ２０市民交通意識アンケート調査 

出典：Ｈ２０市民交通意識アンケート調査 
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5.5%

19.7% 12.9%

10.9%

16.3%

24.8%

23.8%

18.0%

12.8%

34.6%

14.5%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65-74歳

75歳以上

100m程度まで 300m程度まで 500m程度まで
1km程度まで 1.5km程度まで 1.5km以上

（４）高齢化への対応 

 

（５）自転車利用環境の整備 

 

（４）高齢化への対応 

 

（５）自転車利用環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 17 年全国都市交通特性調査集計結果 2（地方都市圏） 

歳をとるにつれて歩行可能距離が 

短くなる傾向 

22.6％ 
48.9％ 
約 2.2 倍 

○徒歩移動距離が短い高齢者 

・７５歳以上の高齢者のうち、約５０％が５００ｍ程度までを徒歩圏としている。 

図 高齢者の徒歩（補助器具（杖など）を含む）移動可能距離 

 

○車を運転しない高齢者 

・車の運転を止め、自転車と徒歩での移動に替える高齢者が増えている。 

※2004～2007 は 1 月～12月、2008 は 1～10 月の数値 

出典：四国新聞 
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全体 高齢者（65歳以上）

（人）

高齢者（65 歳以上）で自主的に運

転免許を返納する人の増加が顕著 

図 香川県内運転免許返納状況 

 

出典：Ｈ２０市民交通意識アンケート調査 

図 都心地域内々における高齢者 

（60 歳以上）の交通手段分担率 
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○自転車関連事故の増加 

・高松市の人口１万人あたりの自転車事故件数は、全国ワースト１位（Ｈ１７）である。 

図 人口１万人あたりの自転車事故件数（全国市町村別） 

 

出典：交通事故総合分析センター（Ｈ１７） 

○望まれる自転車利用環境の整備 

・自動車利用者の約２９％が、自転車への転換可能性があり、条件として「自転車の走行空間整備」

を望む声が多い。 

人口１万人あたり自転車事故件数は、

全国ワースト１位 

図 自動車から自転車への転換意向と転換するための条件 

 

【自動車から自転車への転換意向】 

 

N=1684 

 

【転換するための条件：全目的】 

 

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

（複数回答） 

 

N=485 

 

約 29%が 

転換意向 

転換するため

の条件は・・・ 

「自転車の走行空間整備」

が強く望まれる 

（n=177）
その他
1.1%

二輪車
原付
3.4%

鉄道
5.1%

バス
6.2%

自動車
13.6%

自転車
48.0%

徒歩
22.6%

主な交通手段は 

徒歩、自転車 

N=177 

出典：Ｈ２０市民交通意識アンケート調査 
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（６）公共交通サービスの確保 

 

（７）財政の健全化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

51.3
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要
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・
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間
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時
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の
改

善

情
報
提
供

の
場
所

、
手

段

そ

の
他

構
成

比
（
％

）

  
 

今よりも便
利になれば
変更できる

18.9%

変更できな
い

74.8%

変更できる
6.3%

○高齢者等、交通弱者に対する移動手段の確保 

・高松市の将来推計人口を見ると、２０５０年には高齢者が人口の約４割を占めると推計されている

ことからも、高齢者等、交通弱者に対する移動手段の確保が急務である。 

出典：高松市推計データ（Ｈ２０） 

図 高松市の将来推計人口 

 

○望まれる公共交通サービスの向上 

・自動車利用者の約２５％が鉄道・バスへの転換可能性があり、条件としては「運行頻度の増加」 

「乗り継ぎ環境の改善」「駐車場・駐輪場整備」などを望む声が多い。 

図 自動車から鉄道・バスへの転換意向と転換するための条件 

【自動車から鉄道・バスへの転換意向】 

 

【転換するための条件】 

 

N=1631 

 

（複数回答） 

 

N=411 

 

約 25%が 

転換意向 

転換するため

の条件は・・・ 

「運行頻度の増加」などが

強く望まれる 

418,125 409,000 399,000
386,000

372,000
356,000

337,000
317,000

298,000

42%
41%

39%

36%
34%32%

31%

28%

20%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

H17
(2005)

H27
(2015)

H32
(2020)

H37
(2025)

H42
(2030)

H47
(2035)

H52
(2040)

H57
(2045)

H62
(2050)

人
口

（人
）

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

高
齢

化
率

（％
）

総数
高齢化率

２０年後には、３４％ 

４０年後には、４２％ 

が、６５歳以上の 

高齢者になると推計 

○経常収支比率は９０％を超える 

・社会が求める行政サービスに柔軟に対応できるよう、収入の増加、支出の削減に取り組み経常収

支比率を下げる必要がある。 

83.7%
82.3%

88.9% 88.9% 90.0%87.2%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H14 H15 H16 H17 H18 H19

出典：高松市決算状況調査（H14～H19） 

※経常収支比率とは、地方税、普通交

付税を中心とする毎年の収入される

一般財源（経常一般財源）に占める

人件費、公債費など毎年支出される

経費の割合のことであり、この数値が

高いと財政が硬直していることを示

す 

図 高松市の経常収支比率の状況 

 

財政の硬直化 

約 5.9 倍 

875 1,033

5,700
5,127

-

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

現状(H17) 将来（20年後）

都心地域 都心地域以外

(円)

約 5.5 倍 

図 行政コスト（維持補修費）の予測 

 

○都心地域に比べ郊外部の行政コストは約５倍 

・１人あたりが負担するコストが大きい都心地域以外では、行政サービスの効率化が望まれる。 

0 

出典：Ｈ２０市民交通意識アンケート調査 

出典：高松市資料（Ｈ１９）〔中小企業庁算出方法による〕 
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（１）エコ交通体系の将来イメージ （案） 

    高松市が目指す交通体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

【将 来：エコ交通体系のねらい】 
(1)軸：公共交通軸を有効活用し、更なる 

サービスの充実・強化 

(2)拠点：公共交通軸上の拠点を対象とした交通

結節機能の強化 

(3)ｿﾞｰﾝ(都心地域)：回遊性ある都心地域交通

の再構築 

(4)ｿﾞｰﾝ(都心地域周辺部)：自動車から公共交

通、自転車への転換による都心地域周辺部交

通の再構築 

(5)ｿﾞｰﾝ(郊外部)：地域の特性や利用者ニーズ

に見合った郊外部交通の再構築 

 

 
【現 状】 
(1)軸：公共交通サービス（特にバス）が都心地域に一極集中 

(2)拠点：自動車から鉄道、バスへの乗り継ぎ（交通結節機能）が不十分 

(3)ｿﾞｰﾝ(都心地域)：公共交通の利便性の低下 

(4)ｿﾞｰﾝ(都心地域周辺部)：都心地域へ向かう交通流動の多くは自動車利用 

(5)ｿﾞｰﾝ(郊外部)：都心地域へ向かう交通流動の多くは自動車利用 

利用者が少ないバス路線 

エコ交通の実現に向けて・・・ 

（４）都心地域へ向かう

交通流動の多くは 

自動車利用 

（１）都心地域 

に一極集中する 

公共交通サービス 

（２）自動車から

公共交通への転

換が不十分 

（３）利便性の低い都心地域の

公共交通サービス 

（３）公共交通、自転車での 

回遊性ある都心地域交通 

（１）各拠点に公共交通

サービスを集約・強化 

（４）マイカーから公共交

通・自転車への乗り継ぎ 

機能の強化 

（２）拠点整備と 

機能強化 

（５）地域の特性、利用者ニーズ

に見合った郊外部交通 

 

 

 

（５）利用者の少ない

郊外部のバス路線 

【現 状】 【将 来】 

＊）上記のピンク色線で囲われている区域は、新都市 OD 調

査の C ゾーンで区切り、概ね都市計画マスタープランに

おける都心地域として設定 

＊）また、中心市街地活性化基本計画で示されている範囲を｢

中心市街地（赤線の区域）｣として設定 

図 エコ交通体系の将来イメージ図 
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（２）エコ交通の施策体系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）適正かつ合理的な土地利用を
                             誘導する交通体系

１）既存公共交通機関の有効活用

１ 　バス路線網の再編

２ 　コミュニティバスの再編

４ 　パーク＆ライド駐車場の整備

５ 　パーク＆バスライド駐車場の整備

６ 　サイクル＆ライド駐輪場の整備

７ 　サイクル＆バスライド駐輪場の整備

９ 　自転車ネットワークの整備

１０ 　レンタサイクルポート、路上駐輪施設の増設

１１ 　バスの速達性の確保

１２ 　バス利用サービスの向上

１３ 　バス運行時間の延長

１４ 　鉄道、バス等の乗り継ぎの円滑化

１５ 　駐車場の料金対策

１６ 　都心地域および都心地域周辺部への自動車流入規制

１８ 　新交通システム（ＬＲＴ等）の検討

１９ 　都心地域内の循環バスの導入検討

３

　ＩｒｕCａカードの利用の拡大２０

　モビリティマネジメントの実践２１

　ＣＯ２削減を目指した広報・ＰＲ活動２２

　道路空間の再配分（中央通り等）

２）マイカーから公共交通利用への転換

３）自転車と公共交通の連携強化

４）自転車利用環境の整備

５）公共交通の利便性の向上

６）都心地域およびその周辺部への
自動車流入の抑制

７）中心市街地の回遊性の向上

８）市民啓発活動の実施

（２）自動車から公共交通・自転車への転換 
      を促進する環境に配慮した交通体系

（３）安全で快適に移動できる
　　　　　　　人にやさしい交通体系

（４）中心市街地の活性化に
　　　　　　　　　　　資する交通体系

（５）エコ交通体系を
　　　　　実現するための市民啓発

【目指すべきエコ交通体系】 【施策】 【具体的な取組】

（１）公共交通軸
           （鉄道軸、基幹バス軸）の強化

【エコ交通体系の目標】

（２）主要交通ターミナル、
　　　　　交通結節点の整備と強化

（３）都心地域交通の再構築

（４）都心地域周辺部交通の再構築

（５）郊外部交通の再構築

【ゾーン】

【拠点】

【軸】

１７ 　トランジットモールの導入

８ 　公共交通と連携した自転車の利用促進

戦略交通協議会での検討項目 関連項目 
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（３）エコ交通計画の方針図（案） 
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（１）都心地域における現状・課題 

 

    交通体系再構築の視点 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

出典：広域行政時代における拠点地域のあり方に関する調査研究抜粋 

 

 

ＱｏＬの向上 

（住環境の向上） 

緑 水 

街区単位の 

更新・再開発 

グリーンインフラ 

整備事業 

自治体 
税の増収 

（固定資産税） 

交通の収益 
(例)丸亀町町営 

共同駐車場事業 

新しい交通 

（歩きを支援、ちょいのり） 

効果的、効率的な都市の循環サイクル 

 

 

 

 

 
 

①都心地域の活力低下 

○社会情勢の変化（従来の強みが相対的に低下） 

広域交通網、情報通信網の発展、グローバル化等 

⇒優位性の低下 

○構造的な問題（従来からの弱み） 

高等教育機関の集積が低い 

地元資本企業の層の薄さ など 

・ 中枢性の低下 

・ 地域経済の活力低下 

・ 若年層の流出 

・ 郊外化の進行と中心市街地の相対

的機能低下 

②まちなか公共交通サービスの動態 

図 各駅乗降客の目的への移動パターン 資料）Ｈ21 公共交通利用に関するアンケート 

○ＪＲ高松駅から琴電瓦町駅間の乗降客は中心市街地の広い範囲に目的地を持つ。 

○降車駅から目的地までの交通手段は、各駅とも「徒歩」が多い。また、JR 高松駅→琴

電高松築港駅への乗換は約 5%(実降車数で拡大すると約 670 人)、琴電高松築港

駅→JR 高松駅への乗換は約 10%(同約 540 人)となっている。 

高松市＝高松都市圏(70 万人都市圏)の中核 
四国の発展に寄与する広域拠点 

としての高松都市圏への 

転換が必要 

限られる行政コストの

中でまちを維持してい

くために・・・ 

3.5

5.1

10.8

16.8

11.6

9.1

73.3

58.5

74.8

82.9

81.3

10.0 2.8

6.7

3.0

　 全体
N=2,215

JR高松
 N=689

　築港
 N=400

片原町
 N=398

　瓦町
 N=728

JR 琴電 バス 船舶
タクシー 二輪・原付 自転車 徒歩
その他 無回答

(%)

琴電各駅では、降車後「徒歩」が多い 

JR 高松～築港間
の乗り換え 

図 降車駅から目的地までの交通手段 
資料）Ｈ21 公共交通利用に関するアンケート 
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○都心地域において、高松市役所～香川大学方面は路線バス１系統のみの運行となっ

ているなど、バス運行サービスの偏りが見られる。 

③都心地域における交通体系再構築の視点 

①主要交通ターミナルである「JR 高松駅」、「琴電瓦町駅」

の交通結節機能強化、JR 高松駅－琴電築港駅等の連携強化 

②財政制約等を踏まえ、既存ストックの有効活用 

③まちなかにおける高齢者等の移動を確保する『ちょいのり交

通』の実現 

④都心地域における回遊性の向上 

交通体系の再構築の視点 

 

都心地域における現状・課題 

 

・ 都心の活力低下 

⇒効果的・効率的な都市の循環サイクルによる持続的発展 

・ まちなか公共交通サービスの動態 

⇒主要交通ターミナル（JR 高松駅、琴電瓦町等）からま

ちなかへの移動需要の多さ 

⇒乗り換え後の「徒歩」移動の多さ。JR 高松駅⇔琴電高

松築港駅間の流動の多さ 

⇒まちなかの移動における琴電乗降客の少なさ 

・ バス交通の隔りと公共交通不便地域の存在 

                       等 

図 都心地域における公共交通不便地域 

不便地域 

図 琴電主要駅間の輸送人員 
出典：事業者資料（Ｈ２０） 

○琴電の乗降客数は都心地域内での流動が少ない。 

都心地域の 3 駅間 

の乗降は少ない 

都心地域周辺部及び

郊外部と都市地域間

の流動が大きい 
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（２）都心地域周辺部および郊外部における現状・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地区別社会動態（平成 16 年 5 月 17 日 ～ 平成 20 年 4 月 1 日）● 

資料：都市計画マスタープラン 

図 高松市の人口動態 

②高松市における人口動態 

○線引き廃止後、都心地域周辺において、人口の増大傾向が見られる。 

 

 

①都心地域との交通流動状況 

○市内のゾーン間の流動において、特に南北軸の自動車交通流動が多く、公共交通機関へ

の利用転換が求められる。 

■市内ゾーン間流動の状況 

都心 
地域 

○市東南部人口 
約 46,363 人 
（約 1.11 倍) 

○市西部人口 
[旧国分寺町含む] 
約 58,581 人 
(約 1.03 倍) 

23,316 
トリップ 

10,276 人/日 
[JR高徳線,琴電志度線] 

30,631 トリップ 

5,493 人/日 
[琴電長尾線] 

6,002人/日 
[JR予讃線] 
 

26,338 トリップ 

鉄道流動量 

自動車流動量 

人口規模 

市内流動では、
南部～都心間の
流動が大きな 
意味を持つ 

*鉄道流動は乗降人員(H19)、自動車流動は自動
車のゾーン間トリップ(道路交通センサス
H17。営業用、バス、普通貨物、特種車除く。
市南部～都心間の自動車トリップには塩江町
分を除く) 
人口はH20データで、( )内はH12→20の伸び。 

○市南部人口 
[旧香川町,旧香南町, 
旧塩江町含む] 
約 122,813 人 
(約 1.04 倍) 

13,580 人/日 
[琴電琴平線] 
 

53,565 
トリップ 

○市東部人口 
[旧庵治町, 
旧牟礼町含む] 
約 67,403 人 
(約 0.99 倍) 
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③公共交通不便地域の存在 

○サンメッセ香川（香川インテリジェントパーク）周辺地域は、香川大学工学部や高松桜

井高校、高松土木事務所、済生会病院などの公共公益施設の立地や人口増加傾

向が見受けられるにもかかわらず、公共交通サービスが脆弱な地域となっている。 

④都心地域周辺部および郊外部における交通体系再構築の視点 

①人口集積が進む地区における公共交通サービスの充実 

②都心地域周辺部および郊外部と都心地域を結ぶ南北公共交通

軸の強化 

③都心地域への自動車流入交通の抑制 

交通体系の再構築の視点 

 

都心地域周辺部および郊外部における現状・課題 

 
・ 都心地域との南北自動車流動の多さ 

・ 人口の増大・人口集積地区の存在 

・ 公共交通不便地域の存在 

 

公共交通不便地域 

＜サンメッセ香川（香川インテリジェントパーク）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川インテリジェントパークでは、「技術・情報・文化の複

合拠点」の形成を目指し、官民一体となって順次施設整備

が進められ、これまで、県立図書館・文書館、サンメッセ香

川、四国工業技術研究所、香川産業頭脳化センター、高温

高圧流体技術研究所、ネクスト香川、FROM 香川が完成す

るとともに、香川大学工学部キャンパスや多くの民間研究

所も完成し、産学官の集積が図られています。 
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（１）琴電軌道への新交通システム導入を視野に入れた交通戦略プラン 

 

 

  将来都市構造を支える交通戦略プラン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

・ コンパクトで持続可能なまちづくり 

・ 公共交通サービスの利用促進 

・ 人口減少、少子・高齢社会に対応する交通体系（快適で人

にやさしい都市交通） 

高松市全体が目指す交通施策の方向性 
 

琴電軌道への新交通システム等の導入検討で、南北公共交通軸の抜本的見直しを図る 
 

臨港地区 
[サンポート

 

商業ゾーン 
[商店街] 

業務ゾーン 

大学 
図書館等 

琴電 
片原町駅 

琴電 
瓦町駅 

JR 
高松駅 

将来プロジェクト
に対応した新交通
システムの導入 

都心地域内での移
動を支える新交通
システムの導入 

結節機能
強化 

琴電 
高松築港駅 

結節機能
強化 

県立中央病院 
移転計画地 

JR 高松駅～仏生山

駅間で南北公共交通

の基軸を確立 

琴電 
仏生山駅 

地域交流拠点
の形成 

琴電 

空港通り駅 

郊外部 

南北軸との効果的な連
携（郊外部の公共交通
サービスの充実） 

・ 都心地域への自動車交通の流入抑制 

・ 公共交通機能の充実 

・ 公共交通軸の形成 
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（２）交通体系再構築のイメージ 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都 心 地 域 

都心地域～都心地域周辺部および郊外部 
 都心地域及び周辺部における交通体系の目指すべき方向性 
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（１）段階的展開の必要性 

 

   交通戦略プランの実現に向けた段階的展開 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期施策【ステージ②】 
一定の時間をかければ、比

較的実現可能性が高い施策 
交
通
戦
略
プ
ラ
ン
の
実
現 

交
通
戦
略
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
、
体
系
、
計
画
内
容
等
の
検
討 

検証 
実証実験、定期的調査等による可能性・効果の確認 

調整 
事業者等との調整 

計画 
優先順位等の検討、具体的施策内容の検討 

長期施策【ステージ③】 
十分な検証・調整を経て、最

終的に実現を目指す施策 

短期施策【ステージ①】 
既存ストックを活かすなど、ま

ずできること、費用や調整が

比較的容易な施策 

７ 

高松市が目指す交通体系の実現に向けては、できるところから効果を発現し、検

証、調整、計画を伴った（PDCA サイクル）、段階的な展開が必要不可欠である。 

■検証・調整の考え方の例 

 
Ⅰ～Ⅶ何から取り組むべき？について議論 

→帰着便益連関表による定性的アプローチ 

・・・受益と負担の関係性を整理 

→実施環境について、現調を踏まえた評価 

・・・効果はあるけど困難なものを整理 

・・・効果は薄いが他プロジェクトに対しシ

ナジー効果が期待できるものを整理 
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. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＲＴ導入を進める場合、主要ターミナルである JR 高松駅と瓦町駅、仏生山駅を連絡することを基本として考える。 

～凡 例～ 

：琴 電 

：ＬＲＶ 

交通戦略プランに掲げている瓦町駅以南における琴電沿

線の駅勢圏圏域の拡大に対する効果が小さいため、ここ

では、検討の対象外とする。 

交
通
戦
略
プ
ラ
ン
を
実
現
で
き
る
検
討
パ
タ
ー
ン 

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
検
討
を
進
め
る 

瓦町駅の利用動向などを踏まえた上で検討 

●ＣＡＳＥ１ 
琴電の運行を現状のまま維持、

高松築港～仏生山間で LRV運行 

JR 
高松駅 

琴電＋ LRV
の混合運行 

長尾線 

琴平線 

仏生山駅 

瓦町駅 

高松 
築港駅 

●ＣＡＳＥ２ 
琴電の運行を現状のまま維持、

JR高松駅に LRVを延伸 

琴電＋ LRV
の混合運行 

仏生山駅 

瓦町駅 

長尾線 

琴平線 

JR 
高松駅 

高松 
築港駅 

●ＣＡＳＥ４ 
琴電を瓦町止め、JR高松～瓦町

間を完全 LRT化 

琴電＋ LRV
の混合運行 

長尾線 

琴平線 

JR 
高松駅 

仏生山駅 

瓦町駅 

高松 
築港駅 

●ＣＡＳＥ６ 
琴電を仏生山止めとし JR 高松

～仏生山間を完全 LRT化 

長尾線 

琴平線 

JR 
高松駅 

仏生山駅 

高松 
築港駅 

瓦町駅 

●ＣＡＳＥ３ 
琴電の運行を現状のまま維持、

JR高松～瓦町間で LRV運行 

琴電＋ LRV
の混合運行 

長尾線 

琴平線 

仏生山駅 

瓦町駅 

JR 
高松駅 

高松 
築港駅 

●ＣＡＳＥ５ 
琴電を瓦町止めとし JR 高松～

瓦町間を完全 LRT化 

長尾線 

琴平線 

仏生山駅 

瓦町駅 

JR 
高松駅 

高松 
築港駅 

前回協議会での戦略プランの実現に向けた整備計画の考え方 
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（２）各段階（ステージ）の考え方 

ステージ① 既存ストックを活かした当面の課題解決段階 

 

 

 

想定時期 
H22～ 
・H22：計画内容検討 ・H23：実証実験等 
・H24～：施策の具体的実施 ・施策実施後３ヵ年程度：施策の検証 

施策の内容
と主たる目的 

① 現軌道を活かした LRT の導入（仏生山～高松
築港） ⇒南北公共交通軸の強化、交通結節機能の強化 

② 琴電の複線化（仏生山まで） 
③ 仏生山駅周辺及び郊外部（インテリジェントパ

ーク周辺地区等）におけるパークアンドライド駐
車場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入抑制 

④ まちなか公共交通（循環バス等）の導入 
⇒まちなか公共交通の充実、バスサービスの充実・再

編 

⑤ 南北鉄道軸とインテリジェントパーク周辺地区
等の連絡強化（バス等） 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公共交通サービスの
強化 

⇒南北公共交通軸の強化 

⑥ LRT の JR 高松駅への延伸 
⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR 高松駅間の結節機能の強化 
⇒本町交差点の解消 

⑦ LRT の延伸（県立中央病院方面） ⇒公共公益施設へのアクセス強化 
⑧ まちなか循環新交通システム網の形成 ⇒まちなか公共交通の更なる充実（定時性の確保等） 

対策の検証 
・南北公共交通（琴電）の利用状況 ・まちなか公共交通（循環バス等）の利用状況 
・都心部への自動車交通の流入状況（パークアンドライド駐車場の利用状況） 

残 る 主 な 課
題 

・琴電高松築港駅～JR 高松駅等の結節 
・本町交差点の解消 ・県立中央病院等へのアクセス ・高松海岸線など関連事業の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ステージ①のイメージ 

（旧ＣＡＳＥ１ベース） 
琴電の運行を現状のまま維持、

高松築港～仏生山間で LRV 運行 

JR 
高松駅 

琴電＋ LRV
の混合運行 

長尾線 

琴平線 

仏生山駅 

瓦町駅 

高松 
築港駅 

凡例 

       ステージ①での施策 

       ステージ②での施策 

       ステージ③での施策 

 

都 心 地 域 

都心地域～都心地域周辺部および郊外部 
 

P&R 
ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ等 

P&R 

C&R 

LRT 導入による新駅設置 

③仏生山駅周辺及び郊外部（インテリ
ジェントパーク周辺地区等）における
パークアンドライド駐車場等の整備 

①現軌道を活かした LRT の導入
（仏生山～高松築港） 

②琴電の複線化（仏生山まで） 

④まちなか公共交通（循
環バス等）の導入 

⑤南北鉄道軸とインテリジェン
トパーク周辺地区等の連絡
強化（バス等） 
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ステージ② 効果的な個別施策の実施段階  

 

想定時期 ステージ①と同時ないし以降 

施策の内容
と主たる目的 

① 現軌道を活かした LRT の導入（仏生山～高松
築港）  

⇒南北公共交通軸の強化、交通結節機能の強化 
② 琴電の複線化（仏生山まで） 
③ 仏生山駅周辺及び郊外部（インテリジェントパー

ク周辺地区等）におけるパークアンドライド駐車
場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入抑制 

④ まちなか公共交通（循環バス等）の導入 ⇒まちなか公共交通の充実、バスサービスの充実・再編 

⑤ 南北鉄道軸とインテリジェントパーク周辺地区
等の連絡強化（鉄軌道等） 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公共交通サービスの
強化 

⇒南北公共交通軸の強化 

⑥ LRT の JR 高松駅への延伸 
⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR 高松駅間の結節機能の強化 
⇒（本町交差点の解消）導入ルートによる 

⑦ LRT の延伸（県立中央病院方面） ⇒公共公益施設へのアクセス強化 
⑧ まちなか循環新交通システム網の形成 ⇒まちなか公共交通の更なる充実（定時性の確保等） 

対策の検証 

・高松築港駅～JR 高松駅等間の流動 
・南北公共交通（琴電）の利用状況 
・都心部への自動車交通の流入状況（パークアンドライド駐車場の利用状況） 
・まちなか公共交通（循環バス等）の利用状況 

残 る 主 な 課
題 

・まちなか公共交通の更なる充実（定時性の確保等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ステージ②のイメージ 

（旧ＣＡＳＥ２ベース） 
琴電の運行を現状のまま維持、

JR 高松駅まで LRV を運行 

琴電＋ LRV
の混合運行 

仏生山駅 

瓦町駅 

長尾線 

琴平線 

JR 
高松駅 

高松 
築港駅 

凡例 

       ステージ①での施策 

       ステージ②での施策 

       ステージ③での施策 

 

都 心 地 域 

都心地域～都心地域周辺部および郊外部 
 

P&R 

③仏生山駅周辺及び郊外部（インテリ
ジェントパーク周辺地区等）における
パークアンドライド駐車場等の整備 

①現軌道を活かした LRT の導入
（仏生山～高松築港） 

②琴電の複線化（仏生山まで） 

④まちなか公共交通（循
環バス等）の導入 

P&R 
ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ等 

⑦LRT の延伸（県立
中央病院方面） 

⑤南北鉄道軸とインテリジェン
トパーク周辺地区等の連絡
強化（鉄軌道等） 

C&R 

LRT 導入による新駅設置 

⑥LRT の JR 高松駅へ
の延伸 



 

21 

ステージ③ 目指すべき交通体系の最終的実現段階  

 

想定時期 長期的将来 

施策の内容
と主たる目的 

① 現軌道を活かした LRT の導入（仏生山～高松
築港）  

⇒南北公共交通軸の強化、交通結節機能の強化 
② 琴電の複線化（仏生山まで） 
③ 仏生山駅周辺及び郊外部（インテリジェントパー

ク周辺地区等）におけるパークアンドライド駐車
場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入抑制 

④ まちなか公共交通（循環バス等）の導入 ⇒まちなか公共交通の充実、バスサービスの充実・再編 

⑤ 南北鉄道軸とインテリジェントパーク周辺地区等
の連絡強化（鉄軌道等） 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公共交通サービスの
強化 

⇒南北公共交通軸の強化 

⑥ LRT の JR 高松駅への延伸 
⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR 高松駅間の結節機能の強化 
⇒（本町交差点の解消）導入ルートによる 

⑦ LRT の延伸（県立中央病院方面） ⇒公共公益施設へのアクセス強化 
⑧ まちなか循環新交通システム網の形成 ⇒まちなか公共交通の更なる充実（定時性の確保等） 

対策の検証 － 
残 る 主 な 課
題 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

       ステージ①での施策 

       ステージ②での施策 

       ステージ③での施策 

 

 
ステージ③のイメージ 
（旧ＣＡＳＥ６ベース） 

琴電を仏生山止めとし JR 高松

～仏生山間を完全 LRT 化 

超長期的に、まちなかを循環す

る新交通システム網の形成 

長尾線 

琴平線 

仏生山駅 

高松 
築港駅 JR 

高松駅 

瓦町駅 

都 心 地 域 

都心地域～都心地域周辺部および郊外部 
 

P&R 

③仏生山駅周辺及び郊外部（インテリ
ジェントパーク周辺地区等）における
パークアンドライド駐車場等の整備 

④まちなか公共交通（循
環バス等）の導入 

⑧まちなか循環新交通
システム網の形成 

P&R 
ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ等 

⑤南北鉄道軸とインテリジェン
トパーク周辺地区等の連絡
強化（鉄軌道等） 

C&R 

LRT 導入による新駅設置 

①現軌道を活かした LRT の導入
（仏生山～高松築港） 

②琴電の複線化（仏生山まで） 

⑥LRT の JR 高松駅へ
の延伸 

⑦LRT の延伸（県立
中央病院方面） 
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（３）段階的展開のまとめ 
 

ステージ ステージ１：既存ストックを活かした当面の課題解決段階 ステージ 2：効果的な個別施策の実施段階 ステージ 3：目指すべき交通体系の最終的実現段階 

想定時期 
H22～ 
・H22：計画内容検討 ・H23：実証実験等 
・H24～：施策の具体的実施 ・施策実施後３ヵ年程度：施策の検証 

ステージ①と同時ないし以降 長期的将来 

施策の内容
と主たる目的 

① 現軌道を活かした LRT の導
入（仏生山～高松築港） ⇒南北公共交通軸の強化、交通結節

機能の強化 

① 現軌道を活かした LRT の導入
（仏生山～高松築港） ⇒南北公共交通軸の強化、交通結

節機能の強化 

① 現軌道を活かした LRT の導入
（仏生山～高松築港） ⇒南北公共交通軸の強化、交通結

節機能の強化 
② 琴電の複線化（仏生山まで） ② 琴電の複線化（仏生山まで） ② 琴電の複線化（仏生山まで） 
③ 仏生山駅周辺及び郊外部（イ

ンテリジェントパーク周辺地区
等）におけるパークアンドライ
ド駐車場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入抑
制 

③ 仏生山駅周辺及び郊外部（イン
テリジェントパーク周辺地区等）
におけるパークアンドライド駐車
場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入
抑制 

③ 仏生山駅周辺及び郊外部（イン
テリジェントパーク周辺地区等）
におけるパークアンドライド駐車
場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入
抑制 

④ まちなか公共交通（循環バス
等）の導入 

⇒まちなか公共交通の充実、バスサ
ービスの充実・再編 

④ まちなか公共交通（循環バス等）
の導入 

⇒まちなか公共交通の充実、バスサ
ービスの充実・再編 

④ まちなか公共交通（循環バス等）
の導入 

⇒まちなか公共交通の充実、バスサ
ービスの充実・再編 

⑤ 南北鉄道軸とインテリジェント
パーク周辺地区等の連絡強
化（バス等） 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公共
交通サービスの強化 

⇒南北公共交通軸の強化 

⑤ 南北鉄道軸とインテリジェントパ
ーク周辺地区等の連絡強化（鉄
軌道等） 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公
共交通サービスの強化 

⇒南北公共交通軸の強化 

⑤ 南北鉄道軸とインテリジェントパ
ーク周辺地区等の連絡強化（鉄
軌道等） 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公
共交通サービスの強化 

⇒南北公共交通軸の強化 

⑥ LRT の JR 高松駅への延伸 

⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR 高松駅間の結節機

能の強化 
⇒本町交差点の解消 

⑥ LRT の JR 高松駅への延伸 

⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR 高松駅間の結

節機能の強化 
⇒本町交差点の解消（導入ルートに

よる） 

⑥ LRT の JR 高松駅への延伸 

⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR高松駅間の結節

機能の強化 
⇒本町交差点の解消（導入ルートに

よる） 
⑦ LRT の延伸（県立中央病院方

面） 
⇒公共公益施設へのアクセス強化 

⑦ LRT の延伸（県立中央病院方
面） 

⇒公共公益施設へのアクセス強化 
⑦ LRT の延伸（県立中央病院方

面） 
⇒公共公益施設へのアクセス強化 

⑧ まちなか循環新交通システム
網の形成 

⇒まちなか公共交通の更なる充実（定
時性の確保等） 

⑧ まちなか循環新交通システム網
の形成 

⇒まちなか公共交通の更なる充実
（定時性の確保等） 

⑧ まちなか循環新交通システム網
の形成 

⇒まちなか公共交通の更なる充実
（定時性の確保等） 

対策の検証 

・南北公共交通（琴電）の利用状況 
・まちなか公共交通（循環バス等）の利用状況 
・都心部への自動車交通の流入状況（パークアンドライド駐車場の利用状
況） 

・高松築港駅～JR 高松駅等間の流動 
・南北公共交通（琴電）の利用状況 
・まちなか公共交通（循環バス等）の利用状況 
・都心部への自動車交通の流入状況（パークアンドライド駐車場の利用状
況） 

－ 

残 る 主 な 課
題 

・琴電高松築港駅～JR 高松駅等の結節 
・本町交差点の解消 
・県立中央病院等へのアクセス ・高松海岸線など関連事業の整備 

・まちなか公共交通の更なる充実（定時性の確保等） － 

対策の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中心市街地 

⑤連絡強化（バス
等） 

郊外部 
インテリジェント
パーク周辺等 

県立中央 
病院方面 

①現軌道を活かした LRT の
導入（4 箇所の新駅設置） 

②琴電の複線化 

仏生山 

瓦町 

③パークアンドライド
駐車場等の整備 

JR 高松 

高松築港 

片原町 

④ ま ち な か 公 共交 通
（循環バス等）の導入 

中心市街地 

⑤連絡強化（鉄軌
道等） 

郊外部 
インテリジェント
パーク周辺等 

県立中央 
病院方面 

①現軌道を活かした LRT の
導入（4 箇所の新駅設置） 

②琴電の複線化 

仏生山 

瓦町 

③パークアンドライド
駐車場等の整備 

JR 高松 

片原町 

④ ま ち な か 公 共交 通
（循環バス等）の導入 

⑦LRT の延伸 

高松築港 

⑥LRT の延伸 中心市街地 

⑤連絡強化（鉄軌
道等） 

郊外部 
インテリジェント
パーク周辺等 

県立中央 
病院方面 

①現軌道を活かした LRT の
導入（4 箇所の新駅設置） 

②琴電の複線化 

仏生山 

瓦町 

③パークアンドライド
駐車場等の整備 

④ ま ち な か 公 共交 通
（循環バス等）の導入 

⑧まちなか循環新交通
システム網の形成 

JR 高松 

片原町 

高松築港 

⑦LRT の延伸 

⑥LRT の延伸 
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（１）計画策定の目的 

（２）高松市総合都市交通計画体系（案） 

（３）今後の進め方 

  高松市総合都市交通計画の策定および今後の進め方 
 

 

 

 

環境配慮型都市交通計画推進協議会（通称：エコ交通協議会）における協議内

容や高松地区における自転車を利用した都市づくり計画を踏まえ、新交通システム

を活用した結節機能の強化や施策の検討を始め、自動車から公共交通への転換、

公共交通の利用促進、適正分担のためのマネジメント方策など、高松市の都市交

通の今後の在り方についての総合的な計画として、全市的な視点に立った新たな

「総合都市交通計画」を取りまとめる。 

 

 

 

 

 

１．高松市総合都市交通計画の概要（計画策定の趣旨・目的、位置づけ、目標年次等） 

２．高松市の交通に関する現況と課題 

2.1 まちづくりの方向性（上位・関連計画） 

2.2 高松市の現況（中心市街地、交通流動、環境 等） 

2.3 課題のまとめ 

３．高松市が目指す都市交通の基本的考え方 

3.1 基本理念・方針 

3.2 高松市が目指す都市交通の将来像 

４．個別施策の方向性 

（各施策別の方向性） 

５．実現に向けて 

 

 

 

８ 

 

 

 

・基本的な考え方（再整理） 

・新交通システム導入に向け

た段階的な展開 

等 

 

 

 

 

＜議題案＞ 

・段階的実施に向けた具体的

検討（補助等の裏付け） 

・概算事業費、需要予測 

等 

 

 

 

 

＜議題案＞ 

・総合都市交通計画の素案

（パブリックコメント提示案） 

 

＜議題案＞ 

・ 検討内容、関連施策等取

りまとめ 

・ 実現化に向けた課題 

等 

＜議題案＞ 

・総合都市交通計画取りまと

め 
 

（１
２
月
２
日
） 

第
６
回
協
議
会 

（３
月
上
旬
） 

第
７
回
協
議
会 

（５
月
～
７
月
） 

第
８
～
９
回
協
議
会 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

新交通システム導入検討 総合都市交通計画 

目指すべき交通体系の考

え方を再度整理し、共通認

識を図る 

 

段階的展開の展開及び社

旗実験に向けた具体的方

向性を検討する 

パブリックコメントに示す

一通りの全体案について検

討する 

・高
松
市
環
境
配
慮
型
都
市
交
通
計
画 

・高
松
地
区
に
お
け
る
自
転
車
を
利
用
し
た
都
市
づ
く
り
計
画 

引き続き具体化検討 
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（４）高松市総合都市交通計画推進体制（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松市総合都市交通戦略検討協議会
（委員任期：H20.9.3～H22.9.2）

高松市環境配慮型都市交通計画推進協議会
（委員任期：H20.8.1～H22.7.31）

自転車を利用した都市づくりを進める協議会
　　　　　高松地区委員会

新都市交通システム導入検討

（ＬＲＴ等の導入検討）
低炭素社会を目指した交通体系の検討

市民啓発部会
道路空間

再編部会

公共交通

ﾈｯﾄﾜｰｸ部会

高松地区における自転車を利用した
都市づくり計画（H20.11策定）

高松市総合都市交通計画推進協議会（仮称）

市民啓発部会 交通結節検討部会
安全空間

確保部会

駐輪対策
部会

安全教育
部会

地域活性化
部会

利用促進
部会

新交通システム推進部会

（ＬＲＴ等の導入検討）

総合都市交通計画策定

総合都市交通計画の継続的な推進

自転車を利用した都市づくりを進める協議会
　　　　　高松地区委員会

Ｈ22年夏頃

計画策定以降
の推進体制

安全教育
部会

安全空間

確保部会
駐輪対策

部会

地域活性化
部会

利用促進
部会


